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99 トラブルシュー
ティングと装置交換

故障かな？と思ったときは、ここに示す内容に従ってチェックしてください。また故障が原因で装置を交
換する際は、この章で示す手順に従ってください。

トラブルシューティング

ONL-059aN-120Rc2-000-01-0011

号番 象　　現 因原るれらえ考 置　　処

1 DELrevreS たま
は DELkrowteN あ、

点が方両のそはいる
。いなし灯

がムテスシ・
ドーモ・スパイバ　

。るいてっなに　
不が線配ルブーケ・

。るあで当適　

・ DELenilnI ンロフの体本、は合場いなしも滅点も灯点が
の上ルネパ・ト　 ssapyB はたま、かす押をチッイス ILC

の　 enilni ・スパイバをムテスシ、てし用使をドンマコ
。すまえ替り切にドーモ・ンイランイらかドーモ　

、てじ応にプイタの器機るいてれさ続接に体本・
　 krowteN 、トーポ revreS 、にとごトーポ 5-taC トスの

るす続接てし択選をルブーケ・スロクかルブーケ・トーレ　
。すまりあが要必　 DELkrowteN と DELrevreS るす灯点が

てえ変をプイタのルブーケるれさ続接にトーポ各、にうよ　
。すまみ　

2 非 LSS 装本がターデ
。いなし過通を置

適不が線配ルブーケ
。るあで当

の表のこ・ 1 。照参を番
・ DELkrowteN と DELrevreS 合場るいてし灯点もと方両が

ドーモ・ールスルイェフをムテスシ、は　 ( 録付 B 照参を )
。すまえ替り切にドーモ・スパイバを体本、てし定設に　
。すまし過通ままのそを置装本はクッィフラト、でれこ　
の上クーワトッネ、は合場いなし過通がターデで態状のこ　

。すまりあが因原に所箇の他　

3 beW 表が体全ジーペ
たま。いなれさ示

、は tnemucoD"
ataDoNsniatnoC

( ま含がターデに書文
んせまいてれ ") のどな

ジーセッメ・ーラエ
。るれさ示表が

イタ・トンアイラク
すさ小が値トウアム

。るぎ
の求要トンアイラク
とトンアイラク、後
クネコの間のバーサ
アイラク「がンョシ

ウアムイタ・トン
アてえ超を間時」ト
てっなに態状ルドイ

とるい ( い、ちわなす
ーデもに向方のれず

いなれさ信送がタ
と) がンョシクネコ、

なにトウアムイタ
。る

まし長延を間時トウアムイタ、てし用使をドンマコの下以
。す

>0117letnI >n<omt_tneilctes

>n< 値トウアムイタは (秒) 。すで
はトルォフデ 5 の間時答応バーサ長最、は値奨推。すで秒 5.1

。すで倍
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号番 象　　現 因原るれらえ考 置　　処

4 LSS がクッィフラト
なし過通を置装本

。い

適不がグンピッマ・
。るあで当　

不が線配ルブーケ・
。るあで当適　

第・ 3 。照参を」グンピッマ「の章
の表のこ・ 1 。照参を番

5 ーセッメ・ーラエ
：ジ egapehT

ebtonnac
(.deyalpsid をジーペ

んせまきで示表 )

非はたま書明証子電
そはいるあ、鍵開公

いてれ壊が方両の
。る

鍵いし新はたま、かるす用使を書明証子電と鍵のトルォフデ
表をジーペ度一うも。すまし成作を書明証子電のしな名署と

。すまみてし示

子電と鍵開公非、は合場たっなくなれさ示表がーラエでれこ
求要名署書明証 )RSC( 信送再に局証認てし成作度一うもを

。すまし得取を書明証子電いし新、し

6 バーログがザウラブ
バーサ・ル DI ーロの

明証子電のこに後ド
で識認を者名署の書
示をとこたっかなき
ーセッメ・ーラエす

。るれさ示表がジ

イが書明証子電間中
いてれさルートスン
し正はたま、かいな
れさルートスンイく

。いないて

第、はていつに順手いし正 3 子電トイサ・ルバーログ「の章
。照参を」書明証

7 ーセッメ・ーラエ
：ジ krowteN/revreS

hctamsimaidem

ネとトーポ・バーサ
トーポ・クーワトッ
アィデメるな異、が
てし識認動自を定設

。るい

sutats 。すまし認確を定設アィデメ、てし用使をドンマコ

>0117letnI sutats
.
.

xelpuDlluFXTesab001tropkrowteN
xelpuDflaH,Tesab01troprevreS

、に次 cin 属アィデメの通共に的制強、てし用使をドンマコ
。すまし定設に性

：例定設

cin>0117letnI
otua-1

xelpudflah,Tesab01-2
xelpudlluf,Tesab01-3
xelpudflah,XTesab001-4
xelpudlluf,XTesab001-5

]1[epytaidemtceleS 2

、ていおに例の記上 2 。すまりなと択選いし正が 2 ーポのつ
度速るな異がト / 場たれさ定設動自にドーモ・スクレプュデ

定設の方い遅たれらい用に時定設動自をトーポの方両、は合
。すましにうよるせわ合をドーモ・スクレプュデ、度速に

spbM01( と spbM001 時たれわ表にトーポのれぞれそ、が
は spbM01 、に xelpudflah と xelpudlluf は合場の flah 択選を
るす )
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装置の交換

本装置の故障による交換は次の手順で行います。交換は装置単位で行います。部品の交換は
ありません。

設定情報のバックアップ

交換する前に交換する装置の設定情報をバックアップしてください。
障害時にはバックアップ作業を行えない場合が想定されるので事前に保存しておくことが望
まれます。

1. 管理用PCよりハイパーターミナルなどを使用してconsoleポートへ接続します（AUXポートでも
かまいません）。

2. export configコマンドを実行し、転送プロトコルとしてasciiまたはxmodemを選択します。

3. asciiを選択した場合には「テキストのキャプチャ」を、xmodemを選択した場合には「ファイルの受
信」を実行し、保存先を決定します。

asciiの場合には任意のキーを押した時点でバックアップが開始されます。
xmodemの場合には受信を開始した時点でバックアップが開始されます。

4. asciiを選択した場合には、画面へのconfig出力が終了した時点で「テキストのキャプチャ」を停止
し、任意のキーを押します。

以上で設定情報のバックアップは完了です。

設定情報の復元

「設定情報のバックアップ」で保存した設定情報を交換する装置に復元（ロード）します。

1. 交換する装置にケーブルを接続し、装置の電源をONにします（電源コードを差し込むと電源はON
の状態になります）。

2. 管理用PCよりハイパーターミナルなどを使用してconsoleポートへ接続します（AUXポートでも
かまいません）。

3. import configコマンドを実行し、転送プロトコルとしてpasteまたはxmodemを選択する。�

4. pasteを選択した場合、事前にバックアップした設定をメモ帳などで開き、「すべて選択」を選び、
「コピー」を選択します。続いてハイパーターミナルの「ホスト側に貼り付け」を実行し最後に「...」
を入力します。

xmodemを選択した場合は「ファイルの送信」を実行し、事前にバックアップした設定情報の保存
先を指定します。

5. 「Do you want to install this config ? [y] :」と確認のメッセージが表示されたら、yを入力しま
す。

以上で設定情報の復元は完了です。
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装置の交換

故障した装置からはじめに電源コードを抜き、その他、すべてのインタフェースケーブルを
抜いてください。
ラックに搭載している場合は、ラックから装置を取り出します。
本装置は、ブラケットにあるネジのみでラックに固定されています。ラックから取り外す際
は、複数名で作業してください。2人で本装置をしっかりと支え、1人がラックに固定してい
るネジを外してラックから取り出してください。

取り付けについては、2章を参照してください。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii
ページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　指定以外の場所で使用しない

ⓦ　自分で分解・修理・改造はしない

ⓦ　アース線をガス管につながない

ⓦ　規格外のラックで使用しない

ⓦ　指定以外の場所に設置しない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　一人で搬送・設置をしない

ⓦ　荷重が集中してしまうような設置はしない

ⓦ　一人で部品の取り付けをしない

ⓦ　ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない

ⓦ　複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない

ⓦ　定格電源を超える配線をしない

ⓦ　一人で持ち上げない

ⓦ　指を挟まない
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図9-1 ラックからの取り外し

接続の確認

2章を参照して、ネットワークへの接続や各種の確認をしてください。
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～Memo～
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